



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年貢高 192俵 192石2斗2合9勺7才 192俵
総反別 48町7反27歩 48町7反27歩 49町6反7畝29歩
田反別 25町5反7畝27歩 25町5反7畝27歩 25町5反7畝27歩
畑反別 23IIT1反9畝13歩 21町8反9畝13歩 23町1反3畝歩
屋敷反別 1町3反27歩 1町3反29歩 1町3反27歩





肥料 秣 糞（江戸より買取り).糠･干 馬踏草
畑作物 麦･稗･粟･大豆





















































（村組と村請制（福重） illliilllllili露 聯-1HlmiIiIlII1ri、－ジ 蕊Ｊ《し Ｊ
コ
厄四１
，０
や
と
東部のロ〕士ロ谷、②東から南へ
や
と
広がる谷（檜澤谷Ｌ」永□呼ばれ
る。けわいめん谷付近）・入口
や
と
や
と
谷、③西部の真福寺谷Ｌ」大記己
く三つの谷戸筋に分かれてい
た。村内には、村の東にある
（垢）
王禅寺と真福寺谷にある真福
寺の一一寺院がある。それぞれ
の谷戸には鎮守があり、日吉
献山王社が日吉谷鎮守、第六天
蠅社が檜澤谷鎮守、稲荷社・神
辨鯏諏剛溌椒っ翔識
地一一一年（一七六一一）七月の絵
＊図が描かれた当時は入口谷に
高札場があったが、文化一三
年（一八一六）一一一月の『増上寺
料井古料明細帳』によれば、
高札場が一一ヶ所設置されてい
る・耕地は主に村の南西部に
広がる。絵図では、村内に隣
五
一一
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村
組
と
村
役
人
ｌ
元
禄
・
正
徳
期
ｌ
近
世
前
期
の
王
禅
寺
村
で
は
、
村
内
の
小
集
落
の
う
ち
、
檜
澤
谷
・
入
口
谷
・
真
福
寺
谷
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
主
・
年
寄
が
置
か
れ
（旧）
て
い
た
。
元
禄
一
一
一
年
（
’
六
九
○
）
二
月
、
王
禅
寺
村
内
の
入
口
村
・
真
福
寺
村
惣
百
姓
が
そ
れ
ぞ
れ
の
名
主
・
年
寄
を
増
上
寺
輪
番
（旧）
（ｍ）
所
に
届
け
出
た
口
上
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
乍
恐
以
口
上
書
申
上
候
御
事
（１）一王
禅
寺
村
ノ
内
人
口
村
名
主
宇
右
衛
門
・
年
寄
次
郎
左
衛
門一一惣百姓願申候間、被仰付ヶ可被下候
（２）’同
村
之
内
真
福
寺
村
名
主
新
左
衛
門
・
年
寄
佐
次
丘
〈
衛
二
惣
百
姓
願
申
候
間
、
被
仰
付
ヶ
可
被
下
候
王
禅
寺
村
ノ
内
の
下
麻
生
村
を
挟
み
、
真
福
寺
谷
は
下
麻
生
村
や
村
内
の
山
で
他
の
谷
戸
筋
と
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
子
は
、
『
増
上
寺
料
井
古
料
明
細
帳
」
に
も
「
当
村
之
義
へ
一
体
二
野
山
各
々
一
一
而
御
座
候
、
村中――安藤一角様御知行下麻生村有之候一一付、当村之義
弐
ヶ
所
一
一
引
分
れ
、
御
高
札
も
別
段
二
有
之
、
名
主
両
人
引
分
罷
在
相
勤
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
王
禅
寺
村
で
は
村
内
が
表
郷
（
檜
澤
谷
・
人
口
谷
・
日
吉
谷
）
と
真
福
寺
谷
の二つに分かれていた。
法
政
史
学
第
五
十
四
号
同
所
惣
百
姓
御
輪
番
様
史
料
の
一
条
目
で
は
、
入
口
村
の
惣
百
姓
が
入
口
村
の
名
主
を
宇
右
衛
門
、
年
寄
を
次
郎
左
衛
門
に
願
っ
た
の
で
、
こ
の
旨
を
命
じ
て
ほ
し
い
と
届
け
出
て
い
る
。
二
条
目
で
は
、
真
福
寺
村
の
惣
百
姓
が
真
福
寺
村
の
名
主
を
新
左
衛
門
、
年
寄
を
佐
次
兵
衛
に
願
っ
た
の
で
、
こ
の
旨
を
命
じ
て
ほ
し
い
と
届
け
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
文
書
発
給
の
主
体
が
、
「
王
禅
寺
村
ノ
内
」
と
し
て
「
入
口
村
」
や
「
真
福寺村」と記されている。このことから、王禅寺村では、
村
内
の
集
落
は
「
村
」
を
称
し
て
い
た
。
ま
た
、
宛
所
が
増
上
寺
「
御
輪
番
様
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
「
村
」
は
領
主
か
ら
元
禄
三
年
午
ノ
ー
月
四
日
入
口
村名主
宇
右
衛
門
同
所年寄次郎左衛門
同
所
惣
百
姓
真
福
寺
村
名
主
新
左
衛
門
年
寄
佐
次
兵
衛
五
一
一
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村
組
の
公
事
負
担
王
禅
寺
村
で
は
、
元
禄
か
ら
正
徳
期
ま
で
に
、
日
吉
谷
・
檜
澤
谷
・
入
口
谷
が
表
郷
と
呼
ば
れ
、
村
内
は
表
郷
・
真
福
寺
谷
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
王
禅
寺
村
で
は
、
正
徳
元
年
二
七
一一）九月から正徳二年二月まで、王禅寺の寺山と檜澤谷
の
百
姓
持
地
の
境
に
あ
る
神
明
社
の
帰
属
を
め
ぐ
り
、
こ
れ
を
王
禅
寺
の
鎮
守
な
の
で
境
内
地
で
あ
る
と
主
張
す
る
王
禅
寺
と
、
村
の
鎮
守
で
あ
る
か
ら
増
上
寺
領
で
あ
る
と
主
張
す
る
村
方
の
間
で
争
論
が
続
い
て
い
た
。
ま
た
、
増
上
寺
へ
上
納
さ
れ
る
年
貢
に
、
王
禅
寺
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
山
年
貢
二
斗
三
升
が
含
ま
れ
て
お
り
、
村
方
で
は
そ
の
こ
と
を
神
明
社
が
村
の
鎮
守
で
あ
る
証
拠
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
争
論
の
最
中
で
あ
る
正
徳
元
年
一
二
月
、
真
福
寺
谷
百
姓
は
王
禅
寺
と
村
方
の
争
論
に
参
加
し
て
い
な
い
と
し
て
、
争
論
の
費
用
（皿）
負
担
を
拒
否
す
る
口
上
書
を
増
上
寺
の
代
官
に
提
出
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
王
禅
寺
と
の
争
論
の
費
用
負
担
を
め
ぐ
り
、
村
内
の
表
郷
と
真
福
寺
谷
の
争
論
へ
発
展
し
た
。
乍
恐
口
上
書
之
御
事
（１）｜〈
「
度
王
禅
寺
与
社
地
出
入
之
儀
、
宇
右
衛
門
・
弥
五
右
衛
も
認
め
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
村
」
の
呼
称
は
元
禄
期
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
見
ら
れ
な
く
な
る
。
村
組
と
村
請
制
（
福
重
）
（２）
迷
惑
二
奉
存
候
、
以
上
王
禅
寺
村
之
内
真
福
寺
谷
惣百姓代五郎兵衛（印）
正
徳
元
年
卯
十
二
月
十
日
文右衛門（印）
七左衛門（印）
義左衛門（印）
半右衛門（印）
武
兵
衛
（
印
）
頃
日
迄
出
シ
申
、
又
候
両
組
之
入
目
迄
二
重
二
出
候
事
、
右相分り取扱一一茂罷出、其節右人目出銭等、段々
村組各別二御座候故、目案返答一一茂我等組江一切
無
沙
汰
二
御
座
候
而
、
公
事
落
居
も
不
仕
候
内
二
出
銭
仕Ｐｌ
候
義
者
、
公
事
相
手
二
罷
成
候
様
二
奉
存
候
、
殊
二
最
前
升
之
義
も
宇
右
衛
門
組
江
取
支
配
仕
来
り
、
内
証
ハ
我
等
拾八石余一一而、百姓一一一拾軒余御座候、出人弐斗一一一
組
中
不
残
寄
合
、
相
談
仕
候
得
共
、
右
相
手
二
無
御
座
候
得
者
、
出
銭
茂
出
シ
可
申
様
無
御
座
候
② 門両
組
相
手
一
一
面
我
等
組
者
最
前
申
上
候
通
、
鎮
守
相
分
り
申
候
故
一
同
不
仕
候
、
然
所
二
公
事
入
目
出
銭
、
我
等村組江茂出シ候様一三新左衛門方江申渡候二付、
村
同
呂
九
拾
弍
沿
之
内
細
杣
分
り
我
等
村
組
者
七
０ｋ
⑪
〆■、
安
、＝ノ
五
＝￣
Hosei University Repository
八左衛門（印）
元右衛門（印）
年寄佐次兵衛（印）
御
代
官
様
名主新左衛門
一
条
目
か
ら
、
真
福
寺
谷
で
は
向
ら
を
村
組
と
称
し
、
村
内
が
三
組に分かれており、真福寺谷は鎮守が異なるので王禅寺と
の争論に参加していないと述べられている。
ま
ず
、
鎮
守
に
つ
い
て
は
「
鎮
守
相
分
り
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
福
寺
谷
の
鎮
守
は
白
山
社
で
あ
り
、
祭
礼
は
表
郷
と
は
別
に
執
行
さ
れ
て
い
た
。
｜
方
、
表
郷
の
四
社
は
、
正
徳
期
に
は
表
郷
の
（犯）
村
組
に
よ
っ
て
年
番
で
祭
礼
が
執
行
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
王
禅
寺
（羽）
の訴状や王禅寺村の返答童日に真福寺谷の名前がないこと、
（型）
裁許絵図にも真福寺谷名主・年寄の署名がないことか壱ｂ、
真
福
寺
谷
は
王
禅
寺
側
に
立
っ
た
の
で
は
な
く
、
争
論
に
係
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
④
の
よ
う
に
、
異
な
る
組
の
争
論
に
参
加
し
、
費
用
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を「迷惑」と訴えている。
そ
し
て
、
村
内
で
新
左
衛
門
組
（
真
福
寺
谷
）
が
独
立
し
て
い
る
こ
と
は
傍
線
部
①
．
②
か
ら
も
わ
か
る
。
傍
線
部
②
よ
り
、
村
組
は
そ
の
構
成
員
の
持
高
と
軒
数
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
村
組
の
名
称
に
そ
の
集
団
の
長
で
あ
る
名
主
の
名
を
冠
す
る
こ
と
で
、
村
組
法
政
史
学
第
五
十
四
号
が
単
な
る
地
字
で
は
な
く
、
村
の
名
主
を
中
心
に
し
た
小
集
落
で
あ
り
、
小
集
落
の
構
成
員
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
史
料
中
の
村
組
は
、
村
内
の
表
郷
・
真
福
寺
谷
の
二
つ
の
ま
と
ま
り
で
は
な
く
、
村
を
称
し
て
い
た
檜
澤
谷
・
入
口
谷
・
真
福
（閲）
寺谷の一二つの村組を指している。つまり、宇右衛門組が人
口
谷
、
弥
五
右
衛
門
組
が
檜
澤
谷
、
新
左
衛
門
組
が
真
福
寺
谷
で
あ
る
。
し
か
し
、
村
請
制
村
落
に
対
し
、
村
内
に
お
け
る
村
組
の
領
域
は
暖
昧
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
村
組
の
領
域
が
土
地
に
付
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
村
組
の
構
成
員
の
持
高
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
村
請
制
支
配
の
基
礎
と
な
る
一
村
ご
と
の
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
た
名
請
人
の
耕
作
地
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
村
請
制
村
落
と
は
異
な
り
、
耕
地
の
錯
綜
に
対
し
て
明
確
な
境
界
線
を
引
く
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
王
禅
寺
村
内
に
お
け
る
村
組
が
「
組
中
不
残
寄
合
、
相
談
仕
候
」
と
あ
る
よ
う
に
運
営
が
別
個
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
完
全
に
一
村
と
い
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
（妬）
とい》える。
王
禅
寺
と
争
わ
れ
て
い
た
山
年
貢
に
つ
い
て
は
、
傍
線
部
③
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
福
寺
谷
で
は
村
全
体
の
利
益
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
な
い
。
山
年
貢
は
宇
右
衛
門
組
で
徴
収
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
通
常
の
年
貢
請
負
も
村
組
独
自
に
行
わ
れ
た
と
推
測される。
五
四
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一村一躰の証拠
これに対し、翌正徳二年（一七一一一）’’一月、表郷から真
（汀）
福寺谷百姓の我儘を訴》える訴状が地頭へ提出されている。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
王
禅
寺
村
は
「
先
規
右
一
村
一
所
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
徳
元
年
九
月
の
王
禅
寺
と
の
争
論
以
来
、
真
福
寺
谷
名
主
新
左
衛
門
・
年
寄
佐
次
兵
衛
が
王
禅
寺
村
と
は
別
の
行
動
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
領
主
で
あ
る
増
上
寺
に
背
く
行
動
だ
と
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
真
福
寺
谷
の
「
我
儘
」
の
内
容
を
列
挙
す
る
と
共
に
、
王
禅
寺
村
の
二
村
一
躰
」
の
証
拠
を
挙
げ
て
い
る。
乍
恐
以
聿
日
付
ヲ
奉
願
表
郷
六
拾
人
之
百
姓
申
上
王
禅
寺
村
之
内
（１）一村
方
之
儀
、
先
規
右
一
村
一
所
一
一
而
、
御
公
儀
様
御
法
度
井
御
地
頭
様
御
条
目
、
御
年
貢
加
役
共
、
百
九
拾
弐
石
（正徳元年）
｜同一一相守り来候所、去年王禅寺出入以来、新左
衛
門
・
佐
次
兵
衛
別
村
と
申
、
諸
事
我
儘
仕
、
御
法
式
相
背
キ
、
其
上
御
仏
殿
様
敵
対
、
剰
御
地
頭
様
を
も
掠
申
御事、恐多ク奉存候、如此之者一一而御座候得者、
百
姓
壱
同
之
れ
っ
を
は
な
れ
、
新
村
と
申
種
々
我
儘
相
構
（非）
申一一付、無日正悲御訴申上候御事
（２）一御
仏
殿
様
納
米
之
内
、
先
規
右
弐
斗
一
二
升
、
王
禅
寺
方
村組と村請制（福重）
よ
り
年
々
立
合
取
立
御
上
納
仕
候
所
、
王
禅
寺
違
背
申
候
儀
も
、
新
左
衛
門
・
佐
次
兵
衛
相
構
不
申
候
者
、
御
仏
殿
様
敵
対
之
者
哉
と
奉
存
候
、
弁
寺
社
御
見
分
様
御
出
之
節
、
御
制
札
之
御
か
こ
い
・
道
橋
作
り
候
儀
、
御
地
頭
様
被
為
仰
付
候
故
、
中
遣
候
へ
共
、
彼
両
人
之
者
我
儘
一
一
而
相
背
キ
、
其
上
人
足
迄
出
シ
不
申
候
段
、
御
法
度相背者一一而御座候御事
（３）｜寺
社
御
見
分
様
二
付
、
浄
行
院
様
御
出
之
刻
、
御
領
内
村
々
名
主
・
百
姓
御
見
送
り
奉
仕
候
所
、
壱
村
之
内
新
左
衛
門
・
佐
次
兵
衛
上
下
御
見
舞
不
仕
、
剰
人
馬
出
シ
不
申
候段、御地頭様かろしめ之者一一而御座候御事
（４）（正徳元年）
｜
卯
之
十
二
月
、
御
仏
殿
領
・
王
禅
寺
領
絵
図
仕
立
テ
之
節
、
御
大
切
之
地
と
被
仰
、
名
主
・
年
寄
立
合
則
巾
と
被
仰
付
候
二
付
、
新
左
衛
門
・
佐
次
兵
へ
罷
出
候
様
一
一
と
申
渡
候
得
共
、
立
合
不
申
候
、
誠
二
難
有
御
仏
殿
地
一
一
罷
有
、
其
上
役
儀
迄
仕
候
両
人
之
者
、
御
大
切
之
地
境
御
改
之
絵
図
一
一
も
罷
不
出
、
御
検
使
御
見
分
二
も
出
合
不
申
、
御
尊
意
相
背
申
候
御
事
（５）｜真
福
寺
と
申
百
姓
寺
御
座
候
、
年
々
宗
門
手
形
別
紙
指
上
ヶ
来
候
上
者
、
御
地
頭
様
へ
御
礼
之
案
内
可
仕
と
度
々
申
候
得
共
、
新
左
衛
門
・
佐
次
兵
衛
我
儘
申
、
案
内
も
不
仕
五
五
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史
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候
故
、
彼
寺
出
仕
不
致
、
是
又
不
届
之
仕
方
奉
存
候
御
事
（６）｜王
禅
寺
門
前
清
右
衛
門
・
権
右
衛
門
儀
、
御
仏
殿
領
御
本
石
も
所
持
仕
、
両
分
之
百
姓
一
一
而
御
座
候
、
此
者
共
村
方
へ
無
断
王
禅
寺
払
申
候
得
共
、
不
便
二
存
、
村
中
打
寄
侘
仕
候
刻
、
新
左
衛
門
・
佐
次
兵
衛
一
同
可
給
由
申
候
得
共
、
承
引
不
仕
候
、
其
刻
両
人
之
身
之
上
、
御
前
様
へ
御訴中上候得者、御慈悲一一思召、居屋敷等馬草場
之
内
一
一
而
被
下
、
其
上
御
意
被
遊
候
者
、
本
石
之
百
姓
共
一
一
而
有
之
候
間
、
村
中
立
合
い
た
わ
り
可
申
由
被
仰
付
難
有
奉
存
、
則
惣
百
姓
竹
木
等
ヲ
出
シ
合
、
両
人
之
家
作
仕
候
刻
も
、
新
左
衛
門
・
佐
次
兵
衛
方
へ
右
之
分
ヶ
申
聞
セ
、
同
事
可
給
由
申
候
得
者
、
両
人
答
候
者
、
王
禅
寺
構
之
者
二
候
故
、
罷
成
間
敷
由
一
一
而
立
合
不
申
候
間
、
無
是
（非）
悲拙者共斗一一而家作仕、其上麦七石出シムロ、其外
品
々
ヲ
以
テ
両
人
之
は
ご
く
ミ
申
候
、
右
之
分
ヶ
故
、
拙
（檀）
者
共
離
旦
仕
候
、
右
新
左
衛
門
・
佐
次
兵
衛
儀
者
御
一
別
様
御
尊
意
ヲ
も
不
用
、
両
人
之
難
儀
ヲ
も
か
な
し
ま
す
、
（檀）
且
又
離
旦
仕
候
儀
も
わ
き
ま
へ
す
、
た
ご
王
禅
寺
大
切
と
相
構
、
同
百
姓
申
儀
も
承
引
不
仕
、
重
々
我
儘
者
一
一
而
御
座
候
御
事
（７）一佐
次
兵
衛
新
年
寄
二
罷
成
、
弥
々
渚
事
御
条
目
ヲ
用
不
申、我儘者一一而御座候、御条目一一茂名主・年寄も
（
湯
治
）
のまいり．と》つぢ、惣而数日罷出候ハ、、御輪番
様
へ
着
帳
可
仕
之
趣
、
承
知
仕
候
得
共
、
此
度
御
訴
も
不
（
湯
治
）
申
上
、
殊
二
同
役
へ
も
相
断
不
申
、
佐
次
兵
衛
と
》
つ
ぢ
仕
候、諸事御条目一一相背キ、不届者一一而御座御候御
事
（８）｜出入二付、拙者辻〈永々御前様御尊意一一而相詰候内、
｜
度
茂
見
舞
と
申
新
左
衛
門
・
佐
次
兵
衛
罷
出
不
申
候
、
不
届
之
仕
方
二
奉
存
候
、
罷
帰
り
公
事
入
目
之
儀
申
候
得
共
、
｜
円
承
引
不
仕
、
壱
銭
茂
出
シ
不
申
候
、
依
之
無
是
（非）
悲
六
拾
人
二
而
借
用
金
仕
罷
有
候
御
事
差
上
ヶ
、
弁
御
救
金
一
村
一
所
二
頂
戴
仕
候
、
諸
事
一
躰
二
相
守
来
候
所
、
新
左
衛
門
・
佐
次
兵
衛
、
御
慈
悲
之
御
仏
殿
地
一一罷有、御本石之御年貢出入一一茂同事不申、升加役等
も
不
仕
、
諸
事
御
法
式
を
も
相
背
、
御
地
頭
様
へ
敵
対
、
其
上
（敬）
御
仏
殿
様
を
も
不
軽
、
偏
二
王
禅
寺
大
切
と
右
様
候
儀
、
無
候
、
五
年
以
前
砂
之
付
、
御
公
儀
様
へ
人
別
帳
・
馬
長
一
札
帳
・
年
々
宗
門
帳
壱
札
、
貞
享
年
中
・
元
禄
年
中
馬
之
毛
付
帳
先
方
よ
り
御
柾
札
之
腸
井
御
蔵
屋
敷
一
．
血
人
組
右
百
九
拾
弐
石
、
一
村
一
躰
之
証
拠
、
御
年
貢
等
ハ
不
及
申
一
札
、
拾
四
年
以
前
、
枝
郷
・
枝
村
無
御
座
候
証
文
指
上
ヶ
申
四
柾
五
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御
勿
体
奉
存
候
、
加
様
之
我
儘
者
一
一
而
御
座
候
得
者
、
重
而
何
様之義仕出シ、御地頭様御可奉及御苦労一一と難斗奉存
（非）
候
故
、
無
是
悲
六
拾
人
申
上
候
御
事
正
徳
二
年
王
禅
寺
村
辰
ノ
三
月
十
六
日
表
郷
六
十
人
御
地
頭
様
訴
状
で
は
、
王
禅
寺
村
と
し
て
で
は
な
く
、
真
福
寺
谷
が
独
同
に
行動していることを「我侭」と表現している。その内容を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
王
禅
寺
と
の
争
論
に
お
け
る
真
福
寺
谷
独
自
の
行
動
で
あ
る
。
二
条
目
は
、
王
禅
寺
が
山
年
貢
に
つ
い
て
違
背
を
申
し
立
て
た
と
き
、
真
福
寺
谷
は
何
も
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
寺
社
奉
行
検
分
の
際
に
、
地
頭
か
ら
命
じ
ら
れ
た
制
札
場
の
閉
い
や
道
橋
普
請
を
せ
ず
、
人
足
も
負
担
し
な
か
っ
た
と
訴
え
て
い
る
。
三
条
目
は
、
寺
社
奉
行
の
検
分
に
際
し
て
、
増
上
寺
輪
番
で
あ
る
浄
行
院
が
出
役
し
た
とき、真福寺谷のみが見舞いせず、人馬も出さなかった。
四
条
目
は
、
増
上
寺
・
王
禅
寺
領
の
地
境
絵
図
作
成
や
検
使
の
検
分
に
真
福
寺
谷
名
主
・
年
寄
が
立
ち
会
わ
な
か
っ
た
。
八
条
目
は
、
争
論
の
最
中
に
真
福
寺
谷
が
、
｜
度
も
見
舞
い
を
し
な
い
ば
か
り
か
、
争
論
の
費
用
も
負
担
し
な
い
の
で
、
表
郷
の
六
○
人
で
借
金
を
し
た
と訴えている。
村
組
と
村
請
制
（
福
重
）
ま
た
、
村
内
で
の
真
福
寺
谷
独
日
の
動
き
も
挙
げ
て
い
る
。
五
条
目
は
、
真
福
寺
谷
内
の
真
福
寺
が
宗
門
手
形
を
別
紙
で
提
出
し
て
い
る
の
に
、
真
福
寺
谷
の
名
主
・
年
寄
が
増
上
寺
へ
お
礼
の
案
内
を
せ
ず、真福寺住職が増上寺に出仕しないと訴えている。六条
日
は
、
王
禅
寺
が
村
方
に
無
断
で
追
放
し
た
村
内
の
王
禅
寺
門
前
百
姓
を
村
が
援
助
し
た
と
き
に
協
力
し
な
か
っ
た
と
訴
え
て
い
る
。
主
禅
寺
村
で
は
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
王
禅
寺
の
檀
家
で
あ
っ
た
表
郷
百
姓
が
離
壇
し
て
い
る
。
七
条
目
は
真
福
寺
谷
年
寄
が
条
目
を守らないことを挙げている。
そ
し
て
、
王
禅
寺
村
と
し
て
の
一
体
性
を
示
す
も
の
を
。
村
一
躰
之
証
拠
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
王
禅
寺
村
が
年
貢
上納や救金の下げ渡しの単位であること、五人組帳・宗門
帳
を
は
じ
め
と
し
た
帳
面
類
の
申
位
で
あ
る
こ
と
、
制
札
場
・
蔵
屋
敷
が
村
内
に
一
ヶ
所
し
か
な
い
こ
と
、
’
四
年
以
前
Ⅱ
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
に
「
枝
郷
・
枝
村
無
御
座
候
証
文
」
を
提
出
し
た
こ
とを挙げている。
こ
の
よ
う
に
、
表
郷
の
訴
状
で
は
、
王
禅
寺
村
と
し
て
の
一
体
性
を
強
調
し
た
う
え
で
、
村
組
に
つ
い
て
の
事
実
確
認
で
は
な
く
、
村
組
を
根
拠
に
し
た
争
論
の
費
用
負
担
の
拒
否
や
村
組
独
自
の
行
動
口
体
が
増
上
寺
へ
の
敵
対
だ
と
非
難
し
て
い
る
。
王
禅
寺
村
と
し
て
の
一
体
性
の
証
拠
と
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
制
札
場
・
蔵
屋
敷
は
、
前
五
七
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者
が
領
主
支
配
の
意
図
を
伝
達
し
、
後
者
が
「
御
蔵
屋
敷
」
と
い
う
（犯）
語
か
ら
領
主
へ
の
年
貢
収
納
の
機
能
を
第
一
義
と
し
て
い
た
点
で
領
主
支
配
と
村
の
接
点
で
あ
っ
た
。
五
人
組
帳
・
宗
門
帳
・
人
別
帳
・
馬
帳
は
、
領
主
が
村
請
制
支
配
の
も
と
で
農
民
を
把
握
す
る
と
き
に
依
拠
す
る
村
請
制
村
落
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
村
に
一
つ
ず
つ
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
実
態
と
乖
離
し
て
い
た
と
し
て
も
、
領
主
支
配
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
王
禅
寺
村
が
一
つ
の
村
請
制
村
落
と
し
て
把
握
さ
れ
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
領
主
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
元
禄
郷
帳
・
国
絵
図
作
成
の
方
針
と
村
組
史
料
巾
の
「
枝
郷
・
枝
村
無
御
座
候
証
文
」
は
、
元
禄
郷
帳
・
国
（羽）
絵
図
の
調
製
に
あ
た
り
、
郷
帳
や
国
絵
図
に
記
載
す
る
枝
村
や
枝
郷
の
有
無
を
調
査
し
た
う
え
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
郷
帳
・
国
絵
図
の
調
製
に
あ
た
っ
て
は
、
幕
府
か
ら
枝
郷
や
枝
村
に
（釦）
対
す
る
扱
い
に
つ
い
て
指
一
爪
が
出
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
枝
郷
や
枝
村
と
し
て
絵
図
や
郷
帳
に
記
さ
れ
る
の
は
、
独
自
の
村
名
が
あ
っ
て
石
高
の
わ
か
る
枝
村
、
「
三
十
竃
」
以
上
の
規
模
の
村
、
街
道
・
国
境
沿
い
の
枝
村
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
正
保
郷
帳
・
国
絵
図
に
記
さ
れ
た
村
で
あ
っ
て
も
実
体
の
な
い
惣
名
と
な
っ
て
い
る
（、）
場
△
ロ
、
枝
村
の
う
ち
一
つ
を
親
村
に
あ
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
法
政
史
学
第
五
十
四
号
た
、
村
の
大
小
以
外
に
、
そ
の
出
来
方
や
成
立
過
程
に
お
け
る
血
縁
関
係
や
主
従
関
係
を
背
景
に
し
た
枝
村
同
士
の
関
係
に
よ
っ
て
、
郷
（犯）
帳
Ｐ
絵
図
に
記
載
さ
れ
な
い
枝
郷
・
枝
村
も
あ
っ
た
。
幕
府
か
》
ｂ
一
爪
さ
れ
た
枝
郷
の
採
用
基
準
に
真
福
寺
村
も
村
名
や
石
高
、
規
模
の
点
で
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
王
禅
寺
村
内
部
の
村
は
郷
帳
・
絵
図
上
の
枝
郷
・
枝
村
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
（羽）
王
禅
寺
村
が
公
式
に
は
一
村
で
あ
る
と
決
定
付
け
ら
れ
た
。
さ
『
ｂ
に
、
「
枝
郷
・
枝
村
無
御
座
候
証
文
」
の
提
出
に
よ
っ
て
、
増
上
寺
と
い
う
一
領
主
だ
け
で
は
な
く
、
幕
府
に
も
一
村
と
し
て
把
握
さ
れ
た
と
い
え
る
。
元
禄
郷
帳
・
国
絵
図
の
調
製
に
よ
っ
て
、
王
禅
寺
村
内
の
村
の
存
在
が
公
式
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
王
禅
寺
村
と
村
内
部
の
村
と
の
関
係
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
、
王
禅
寺
村
で
は
元
禄
期
を
境
に
村
内
部
の
村
と
い
う
呼
称
は
姿
を
消
す
。
ま
た
元
禄
郷
帳
記
載
の
枝
郷
は
都
筑
郡
内
に
六
ヶ
所
、
絵
図
で
は
枝
郷
（弧）
は
六
ヶ
所
・
枝
村
は
一
ヶ
所
し
か
存
在
せ
ず
、
王
禅
寺
村
周
辺
の
村
内
部
の
村
も
支
配
の
側
が
把
握
す
る
村
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
元
禄
郷
帳
・
国
絵
図
調
製
の
動
き
の
巾
で
、
村
内
部
の
村
が
領
主
支
配
の
レ
ベ
ル
で
否
定
さ
れ
た
こ
と
が
、
正
徳
期
の
村
請
制
村
落
と
村
組
を
巡
る
争
論
へ
結
び
付
い
て
い
く
。 五八
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村
人
の
村
請
制
に
対
す
る
認
識
表
郷
が
王
禅
寺
村
と
し
て
の
一
体
性
の
証
拠
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
、
領
主
支
配
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
村
を
表
現
し
て
い
る
。
王
禅
寺
村
と
し
て
の
一
体
性
の
証
拠
に
、
村
請
制
支
配
の
構
成
要
素
を
挙
げ
た
こ
と
は
、
王
禅
寺
村
が
村
請
制
村
落
と
し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
村
請
制
村
落
が
何
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
か
を
村
人
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
王
禅
寺
村
と
し
て
の
一
体
性
と
は
、
村
請
制
村
落
と
し
て
の
一
体
性
を
さ
す
の
で
あ
る
。
領
主
で
あ
る
増
上
寺
は
、
村
請
制
村
落
に
依
拠
し
て
農
民
支
配
を
行
っ
て
い
る
以
上
、
村
請
制
村
落
と
し
て
の
一
体
性
を
掲
げ
る
表
郷
の
主
張
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
｜
方
、
真
福
寺
谷
も
「
村
高
百
九
拾
弐
石
之内三組二相分り」、「内証ハ我等村組各別二御座候」と述
べ
て
お
り
、
領
主
が
農
民
支
配
の
拠
り
所
と
す
る
村
請
制
村
落
と
し
て
の
王
禅
寺
村
に
つ
い
て
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
表
郷
が
村
請
制
村
落
と
し
て
の
一
体
性
の
証
拠
と
し
て
挙
げ
た
宝
永
四
年
二
七
○
七
）
二
月
の
富
士
噴
火
の
救
金
分
配
は
村
組
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
（弱）
る
。
表
郷
の
目
的
は
争
斐
柵
の
費
用
を
真
福
寺
谷
に
も
負
担
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
村
請
制
村
落
と
し
て
の
一
体
性
は
そ
の
口
実
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
争
論
の
最
中
に
表
郷
が
王
禅
寺
と
の
争
論
の
費
用
の
ほ
か
、
近
隣
村
と
共
同
し
て
行
わ
れ
る
害
獣
除
け
の
鉄
砲
打
ち
（粥）
費
用
を
真
福
寺
谷
も
含
め
た
村
割
で
負
担
す
る
よ
う
訴
一
え
た
史
料
に
村
組
と
村
請
制
（
福
重
）
「
拙
者
共
、
山
年
之
出
入
二
付
困
窮
仕
、
殊
二
出
銭
迷
惑
仕
候
二
付
、
百九十二石――て割合可仕由、新左衛門・佐次兵へ方へ申候
（非）
得
辻
〈
、
｜
円
承
引
仕
ら
す
候
二
付
、
無
是
悲
御
前
様
へ
御
訴
申
上
候」とあることからもわかる。
し
か
し
争
論
の
決
着
は
、
直
接
に
は
、
真
福
寺
谷
独
白
の
動
き
自
体
が
増
上
寺
へ
の
敵
対
で
あ
る
と
い
う
表
郷
の
主
張
が
増
上
寺
の
判
断
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
真
福
寺
谷
名
主
・
年
寄
の
役
儀
が
召
し
上
げ
ら
れ
、
争
論
は
一
応
解
決
す
る
。
そ
の
と
き
の
証
文
に
は
、
今
後
は
表
郷
名
主
の
弥
五
右
衛
門
・
宇
右
衛
門
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
、
王
禅
寺
と
の
争
論
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
（鋤）
い
る
。
領
主
で
あ
る
増
上
寺
は
こ
の
よ
う
な
表
郷
の
主
張
を
採
っ
た
。
こ
れ
は
、
村
運
営
の
主
体
が
村
請
制
村
落
か
村
組
か
と
い
う
問
題
で
村
組
を
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
村
落
秩
序
や
役
負
担
の
遂
行
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
村
組
を
否
定
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
村
組
に
依
拠
し
た
役
負
担
遂
行
の
シ
ス
テ
ム
は
裁
許
後
も
残
存
し
た
。
村
組
が
否
定
さ
れ
、
村
請
制
村
落
と
し
て
の
一
体
性
の
論
理
が
実
際
の
村
運
営
で
使
わ
れ
始
め
る
と
、
村
役
人
の
い
な
い
真
福
寺
谷
は
不
利
な
扱
い
を
受
け
る
。
領
主
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
村
運
営
に
お
い
て
も
村
請
制
村
落
と
村
組
の
論
理
が
併
存
し
、
表
郷
は
村
請
制
村
落
の
一
体
性
を
建
前
に
、
真
福
寺
谷
へ
役
負
担
を
押
し
付
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
真
福
寺
谷
が
表
郷
の
窓
意
を
訴
え
る
形
で
五
九
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こ
こ
で
は
、
前
節
の
村
組
争
論
を
理
解
す
る
前
提
を
近
世
前
期
の
耕
地
所
持
の
構
造
か
ら
探
る
た
め
に
、
王
禅
寺
村
に
お
け
る
村
組
ご
と
の
耕
地
所
持
の
実
態
を
検
討
す
る
。
王
禅
寺
村
で
は
、
慶
長
期
（
’
五
九
六
～
’
六
一
四
）
・
寛
永
九
年（’六一一三）九月・元禄元年（一六八八）の一一一回検地が
（羽）
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
｜
兀
禄
検
地
の
公
定
高
は
採
用
さ
れ
ず
、
寛
永
検
地
の
石
高
・
反
別
が
そ
の
後
も
用
い
ら
れ
た
。
王
禅
寺
村
の
耕
地
所
持
の
実
態
を
分
析
す
る
た
め
、
寛
永
検
地
帳
の
改
帳
で
（羽）
ある正徳五年（’七一五）’二月の王禅寺村検地改帳を用い
る
。
正
徳
検
地
改
帳
は
、
「
吹
込
谷
帳
』
・
『
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳』・『入口谷帳』・『屋敷帳』の四分冊に分けられている。
地
名
が
表
題
と
な
っ
て
お
り
、
一
冊
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
字
が
村
内
の
ど
の
地
域
に
存
在
す
る
か
が
わ
か
る
。
ま
た
、
文
化
九
年
（側）
（
’
八
一
二
）
四
月
「
寛
永
九
年
家
鋪
水
帳
控
』
に
は
「
正
徳
五
未
三
月
中
、
御
支
配
様
御
役
所
右
被
為
仰
付
、
寛
永
九
申
御
帳
面
ヲ
正
徳
五
未
三
月
、
｜
同
立
合
吟
味
之
上
、
先
名
ヲ
改
、
当
名
二
印
争
論
が
再
燃
す
る
。
そ
の
後
の
争
論
で
は
、
争
点
が
実
際
の
村
運
営
に
掘
り
下
げ
ら
れ
、
村
組
に
よ
る
役
負
担
の
是
非
や
村
請
制
村
落
と
し
て
の
一
体
性
・
非
一
体
性
が
争
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
法
政
史
学
第
五
十
四
号
二
耕
地
所
持
の
実
態
と
村
組
置
、
村
惣
名
之
内
江
小
名
ヲ
加
、
場
所
附
立
、
御
水
帳
指
上
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
王
禅
寺
村
で
は
寛
永
検
地
以
来
、
八
四
年
が
経
過
し
た
た
め
、
寛
永
検
地
帳
記
載
の
名
請
人
を
改
め
、
「
当
名
」
と
し
て
正
徳
五
年
三
月
時
点
で
の
所
持
者
を
記
載
し
た
。
②
村
内
の
惣
名
に
小
名
を
書
き
加
え
、
増
上
寺
へ
提
出
し
た
。
こ
れ
が
正
徳
検
地
改
帳
作
成
の
基
準
で
あ
っ
た
。
正
徳
検
地
改
帳
は
、
寛
永
検
地
帳
を
正
徳
に
お
け
る
耕
地
所
持
の
実
態
に
合
わ
せ
、
再
整
理
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
正
徳
検
地
改
帳
で
は
、
｜
筆
ご
と
の
耕
地
に
つ
い
て
、
寛
永
検
地
の
名
請
人
と
正
徳
の
所
持
者
が
同
時
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
寛
永
九
年
九
月
か
ら
正
徳
五
年
三
月
の
村
内
に
お
け
る
耕
地
所
持
の
変
化
が
分
析
で
き
る
。
正
徳
検
地
改
帳
の
う
ち
、
屋
敷
帳
に
は
、
寛
永
検
地
帳
に
記
さ
れ
た
坪
（
屋
敷
）
の
正
徳
に
お
け
る
所
持
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
屋
敷
帳
に
は
、
寛
永
の
名
請
人
と
正
徳
の
所
持
者
と
の
続
柄
が
記
載
され、正徳の所持者が寛永の名請人の子孫（「孫」と記載）
か
、
血
縁
関
係
の
な
い
者
か
（
記
載
な
し
）
、
そ
の
坪
に
居
住
し
て
い
る
か
（
「
居
」
と
記
載
）
、
所
有
の
み
な
の
か
今
持
」
と
記
載
）
（虹）
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
他
の
史
料
と
の
比
較
に
よ
り
、
村
内
の
耕
地
所
持
の
実
態
が
詳
細
に
な
る
。
六
○
Hosei University Repository
王
禅
寺
村
の
耕
地
分
布
表
２
は
、
正
徳
検
地
改
帳
か
ら
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
一
一
）
九
月
の
村
内
の
耕
地
分
布
と
、
寛
永
九
年
九
月
と
正
徳
五
年
二
七
一
五）三月の村組別の所持耕地を台帳に記された字ごとに集
計したものである。
まず村内の耕地分布を①吹込谷、②真福寺谷・日吉谷、
③
入
口谷の順に検討していきたい。
吹
込
谷
帳
に
記
さ
れ
た
耕
地
は
一
五
町
八
反
一
畝
七
歩
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
吹
込
、
吹
込
横
谷
、
吹
込
榎
木
戸
と
い
っ
た
吹
込
を
冠
する字に耕地が集中し、吹込谷帳の三八・’一一％を占める。
そ
の
中
で
も
、
上
田
が
集
中
す
る
地
域
と
下
田
・
下
畑
が
集
中
す
る
地
域
に
分
か
れ
る
。
吹
込
谷
帳
は
全
体
的
に
上
田
が
多
く
、
四
町
四
反
六
畝
二
六
歩
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
の
一町二反二六歩の一一一・七倍、人口谷帳の一町八反一畝七歩
の二・五倍である。
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
に
記
さ
れ
た
耕
地
は
、
一
四
町
五
反
八
畝
九
歩
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
真
福
寺
谷
白
山
前
を
中
心
と
し
た
真
福
寺
谷
を
冠
す
る
字
に
耕
地
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
四
町
七
反
二
畝
二
六
歩
の
耕
地
が
分
布
し
、
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
全
体の一一三・四％を占める。真福寺谷は吹込とは異なり、中
田
・
下
田
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
反
別
は
中
田
一
町
二
反
、
下
田
二
村
組
と
村
請
制
（
福
重
）
町
一
反
八
畝
二
歩
で
あ
る
。
ま
た
、
日
吉
、
源
左
衛
門
谷
に
も
耕
地
が
多
く
存
在
す
る
。
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
で
は
、
上
田
が
少
な
く、下田・下畑が多い。
入
口
谷
帳
（
檜
澤
谷
の
字
も
含
む
）
に
記
さ
れ
た
耕
地
は
一
七
町
（人生力）
一反三畝一七歩である。このうち、入口西原、人口いり》っ
を
は
じ
め
と
し
た
入
口
を
冠
す
る
字
に
耕
地
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
七
町
一
反
七
畝
一
五
歩
の
耕
地
が
存
在
し
、
人
口
谷
帳
全
体
に
占
め
る
割
合
は
四
一
・
九
％
に
及
ぶ
。
そ
の
他
、
下
広
路
（
下
耕
地
）
、
通
り
に
も
耕
地
が
多
く
存
在
す
る
。
入
口
谷
帳
全
体
で
は畑が多い。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
村
内
で
は
、
吹
込
、
真
福
寺
谷
、
入
口
、
下
広
路
な
ど
に
耕
地
が
集
中
し
て
い
る
。
耕
地
の
集
中
す
る
地
域
は
、
吹
込
、
下
広
路
な
ど
の
村
南
部
の
開
け
た
土
地
か
、
真
福
寺
谷
、
入
口
な
ど
集
落
の
周
辺
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
吹
込
に
上
田
が
多
い
の
に
対
し
、
真
福
寺
谷
で
は
中
田
・
下田が多く、入口・下広路では畑が多い。このことから、
村
内
で
は
地
域
ご
と
に
耕
地
の
質
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。村
組
ご
と
の
耕
地
所
持
次
に
、
王
禅
寺
村
の
名
請
人
を
そ
の
居
住
す
る
集
落
に
よ
っ
て
、
一ハ一
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表
郷
・
真
福
寺
谷
に
分
け
、
台
帳
ご
と
に
両
地
域
の
名
請
人
が
所
持
す
る
耕
地
の
割
合
と
寛
永
か
ら
正
徳
の
所
持
比
率
の
変
化
を
見
る
。
寛
永
に
は
、
吹
込
谷
帳
の
表
郷
名
請
人
は
五
町
八
反
九
畝
六
歩
を
所持し、台帳全体に占める割合は一一一七・三％である。｜
方
、
真
福
寺
谷
名
請
人
は
九
町
五
反
七
歩
を
所
持
し
、
六
○
二
％
を
占
め
る
。
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
で
は
、
表
郷
名
請
人
が
八
町
三
反
二
畝
一
五
歩
を
所
持
し
、
台
帳
全
体
の
五
七
二
％
で
あ
る
。
真
福
寺
谷
名
請
人
は
五
町
四
反
七
畝
八
歩
を
所
持
し
、
三
七
・
五
％
を
占
め
る
。
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
で
は
、
真
福
寺
谷
と
日
吉
谷
の
地
域
で
は
、
耕
地
所
持
の
割
合
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
人
口
谷
帳
で
は
、
表
郷
名
請
人
が
所
持
す
る
割
合
が
圧
倒
的
に
高
く
、
’
五
町
六
反
七
畝
二
七
歩
を
所
持
し
、
九
一
・
五
％
を
占
め
る
。
真
福
寺
谷
名
請
人
は
一
町
二
反
五
畝
一
一
歩
を
所
持
し
、
七
・
三
％
で
あ
る
。
正
徳
に
は
、
吹
込
谷
帳
の
真
福
寺
谷
名
請
人
は
一
○
町
九
反
二
畝
二
五
歩
を
所
持
し
、
台
帳
全
体
に
占
め
る
割
合
が
六
九
・
一
％
に
増
加
す
る
。
｜
方
、
表
郷
名
請
人
は
四
町
九
畝
四
歩
を
所
持
し
、
二
五
・
九
％
に
減
少
し
て
い
る
。
表
郷
名
請
人
は
、
吹
込
で
所
持
反
別
の
減
少
が
大
き
い
。
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
で
は
、
表
郷
・
真
福
寺
谷
名
請
人
の
耕
地
所
持
の
割
合
が
減
少
し
、
表
郷
名
請
人
が
七
町
六
反
二
畝
二
九
歩
、
真
福
寺
谷
名
請
人
が
五
町
一
反
八
畝
一
五
歩
の
所
持
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
真
福
寺
、
王
禅
寺
地
中
寺
院
の
法
政
史
学
第
万
十
四
号
蓮
乗
院
・
宝
瞳
院
が
所
持
反
別
を
端
や
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
真
福
寺
は
真
福
寺
谷
内
に
、
蓮
乗
院
・
宝
瞳
院
は
日
吉
谷
内
に
耕
地
を
所
持
し
、
向
者
の
所
持
耕
地
の
分
布
に
違
い
を
見
せ
る
。
人
口
谷
帳
で
は
、
蓮
乗
院
・
宝
瞳
院
、
真
福
寺
谷
名
請
人
の
所
持
反
別
増
加
に
よ
り
、
表
郷
名
請
人
は
一
三
町
九
反
四
畝
一
四
歩
の
所
持
と
な
っ
て
、
台
帳
全
体
に
占
め
る
耕
地
所
持
の
割
合
は
相
対
的
に
低
下
し
、
八
一・四％になっている。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
村
組
ご
と
の
耕
地
所
持
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
入
口
谷
帳
や
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
の
日
吉
谷
の
耕
地
は
表
郷
名
請
人
や
王
禅
寺
地
中
寺
院
が
所
持
す
る
割
合
が
高
く
、
吹
込
谷
帳
や
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
の
真
福
寺
谷
の
耕
地
は
真
福
寺
谷
名
請
人
や
真
福
寺
の
所
持
す
る
割
合
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
村
を
東
西
に
分
け
た
地
域
に
相
当
し
、
表
郷
・
真
福
寺
谷
の
名
請
人
は
居
住
域
の
周
囲
に
耕
地
を
所
持
し
て
い
た
。
た
だ
し
吹
込
で
は
、
真
福
寺
谷
名
請
人
の
居
住
域
に
近
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
表
郷
名
請
人
も
多
く
の
耕
地
を
所
持
し
、
耕
地
の
錯
綜
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
寛
永
と
正
徳
の
表
郷
・
真
福
寺
谷
別
名
請
人
の
耕
地
所
持
を
比
較
す
る
と
、
吹
込
谷
帳
で
は
真
福
寺
谷
名
請
人
・
真
福
寺
の
所
持
す
る
耕
地
が
増
加
す
る
一
方
、
表
郷
名
請
人
の
耕
地
が
減
少
し
、
耕
地
の
錯
綜
が
解
消
の
方
向
に
向
か
う
。
ま
た
、
真
福
寺
谷
・
日
吉
谷
帳
で
は
全
体
の
六
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耕
地
所
持
の
変
化
こ
こ
で
は
、
寛
永
か
ら
正
徳
に
か
け
て
の
耕
地
所
持
の
変
化
を
分
析
し
た
。
寛
永
か
ら
正
徳
に
か
け
て
、
表
郷
内
で
所
持
さ
れ
た
耕
地
は一三町九反六畝二歩で全体の四八・’一一％、真福寺谷内で
所
持
さ
れ
た
耕
地
は
一
四
町
六
畝
一
○
歩
で
全
体
の
三
○
・
七
％
で
あ
り
、
表
郷
内
・
真
福
寺
谷
内
で
所
持
さ
れ
た
耕
地
は
三
七
町
二
畝
一二歩で全体の七七・九％を占める。しかし、表郷から真
福寺谷へ、真福寺谷から表郷へ流出した耕地も六町三反三
畝二七歩あり、一一一一・三％を占める。村組外への耕地流出
は
、
耕
地
が
村
組
外
の
単
独
の
名
請
人
に
所
持
さ
れ
る
例
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
村
組
外
の
複
数
の
名
請
人
に
分
割
所
持
さ
れ
る
場
合
や、複数の名請人に分割所持されるとき、耕地の一部が村
組外へ流出する例も確認される。
以
上
、
正
徳
検
地
改
帳
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
割
合
は
変
わ
ら
な
い
が
、
真
福
寺
谷
で
は
真
福
寺
谷
名
請
人
の
耕
地
が
、
日
吉
谷
で
は
表
郷
名
請
人
の
耕
地
が
増
加
す
る
。
入
口
谷
帳
で
は
、
真
福
寺
谷
名
請
人
や
王
禅
寺
地
中
寺
院
の
耕
地
の
増
加
に
よ
っ
て、表郷名請人の所持する耕地の割合は減少している。以
上
の
こ
と
か
ら
、
寛
永
に
見
ら
れ
た
耕
地
の
錯
綜
も
正
徳
に
な
る
と
居
住
域
を
中
心
に
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
村組と村請制（福重）
フ（〕ｏ王
禅
寺
村
で
は
、
村
の
南
部
と
居
住
域
の
周
辺
に
耕
地
が
集
中
し
て
い
た
。
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
耕
地
の
質
が
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
耕
地
が
多
い
地
域
で
は
、
吹
込
横
谷
、
吹
込
榎
木
戸
、
真
福
寺
谷
白
山
前
と
い
う
よ
う
に
大
ま
か
な
地
域
の
区
分
に
細
か
い
小
名
を
加
え
る
記
載
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
ま
か
な
地
域
区
分
は
、
志
村
家
に
残
さ
れ
た
寛
永
検
地
帳
の
字
名
と
一
致
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
寛
永
期
に
す
で
に
耕
地
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
が
、
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
地
域
が
細
分
化
さ
れ
、
新
し
い
小
名
で
呼
ば
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
呼
び
慣
わ
し
て
い
た
字
名
が
惣
名
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
名
の
細
分
化
は
、
そ
の
地
域
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
の
現
れ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
良
質
な
耕
地
と
し
て
、
検
地
後
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
とを示す。
ま
た
、
表
郷
・
真
福
寺
谷
別
の
名
請
人
の
耕
地
所
持
を
見
る
と
、
表
郷
・
真
福
寺
谷
名
請
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
域
周
辺
に
耕
地
を
所
持
し
て
い
た
。
た
だ
し
吹
込
で
は
、
真
福
寺
谷
名
請
人
の
居
住
域
に
近
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
表
郷
名
請
人
も
多
く
の
反
別
を
所
持
し
、
耕
地の錯綜が見られる。
さ
ら
に
、
寛
永
と
正
徳
の
表
郷
・
真
福
寺
谷
別
の
名
請
人
の
耕
地
所
持
を
比
較
す
る
と
、
吹
込
で
の
耕
地
の
錯
綜
が
解
消
の
方
向
に
向
六
五
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か
い
、
他
の
地
域
で
は
真
福
寺
谷
・
表
郷
名
請
人
が
そ
れ
ぞ
れ
居
住
域に近い耕地を増加させている。このことから、寛永に見
ら
れ
た
耕
地
の
錯
綜
も
、
正
徳
に
な
る
と
居
住
域
を
中
心
に
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
王
禅
寺
村
と
し
て
確
定
さ
れ
た
後
に
、
村
組
ご
と
の
耕
地
所
持
の
形
態
が
強
ま
る
と
い
う
結
果
となった。
こ
の
よ
う
な
耕
地
所
持
の
実
態
か
ら
、
村
請
制
村
落
と
し
て
の
壬
禅
寺
村
の
内
部
で
は
、
正
徳
期
に
な
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
村
組
と
し
て
の
共
同
性
を
保
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
は
、
村
人
側
か
ら
見
た
村
請
制
村
落
と
村
組
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
次
の
通
り
で
ある。争論
で
は
、
村
請
制
村
落
の
一
体
性
と
村
組
の
共
同
性
と
い
う
二
つ
の
論
理
が
村
人
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
表
郷
の
主
張
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
村
請
制
村
落
が
領
主
支
配
の
拠
り
所
と
し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
村
運
営
の
実
態
と
乖
離
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
村
人
自
身
が
争
論
の
主
張
の
中
で
、
村
請
制
支
配
の構成要素を一村である証拠として的確に表現していたこ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
法
政
史
学
第
五
十
四
号
お
わ
り
に
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
村
請
制
村
落
と
村
組
を
め
ぐ
る
争
論
が
起
き
た
こ
と
は
、
そ
の
直
前
の
元
禄
郷
帳
・
国
絵
図
調
製
の
動
き
の
中
で
、
支
配
の
レ
ベ
ル
で
村
組
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
村
請
制
支
配
を
在
地
社
会
に
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
支
配
の
原
理
で
あ
る
村
請
制
村
落
と
そ
れ
ま
で
村
運
営
の
主
体
で
あ
っ
た
村
組
と
の
相
矛
盾
し
た
関
係
を
顕
在
化
さ
せ
、
正
徳
期
の
村
組
争
論
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
在
地
社
会
の
運
営
の
原
理
を
め
ぐ
っ
て
、
支
配
の
側
と
在
地
社
会
の
間
で
主
導
権
争
い
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
元
禄
～
正
徳
期
は
、
領
主
の
村
請
制
支
配
と
在
地
社
会
に
お
け
る
村
運
営
の
原
理
の
緊
張
が
先
鋭
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
耕
地
所
持
の
実
態
か
ら
、
村
請
制
村
落
の
内
部
で
は
依
然
と
し
て
村
組
が
共
同
性
を
保
ち
、
村
請
制
の
原
碑
と
は
異
な
る
村
組
に
よ
る
村
運
営
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
村
組
争
論
で
は
、
村
組
が
村
運
営
の
主
体
で
あ
る
か
否
か
で
は
な
く
、
村
落
秩
序
や
役
負
担
の
遂
行
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
領
主
側
も
村
組
に
よ
る
村
運
営
を
否
定
し
、
村
請
制
の
原
理
を
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
以
後
、
在
地
社
会
に
お
い
て
は
村
請
制
村
落
と
い
う
外
皮
を
ま
と
い
な
が
ら
、
内
部
で
は
村
組
に
よ
る
村
運
営
が
続
い
て
い
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
元
禄
～
正
徳
期
は
、
村
請
制
村
落
と
村
組
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
大
き
な
画
期
で
あ
っ
た
一ハーハ
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註（１）村が一つの課税団体であったことは、古くは中田薫「徳
川時代に於ける村の人格」（『法制史論集」第二巻岩波書
店、’九七○年）、古島敏雄「近世封建社会の農業」（『日本
封建農業史』東京大学出版会、一九七四年）の指摘がある。
近年の村請制に関する議論も、領主への年貢請負の主体が村
であること（村請）では一致する。
（２）深谷克己『百姓成立』塙書一房、一九九三年。
（３）深谷克己「幕藩制における村請制の特質と農民闘争」
二九七二年度歴史学研究別冊特集）。
（４）水本邦彦『近世の村社会と国家』東京大学出版会、’九
八七年。
（５）富善一敏「近世中後期における「親村・枝村」関係につ
いて」（『史学雑誌』第一○○編第一○号、’九九一年）、小
高昭一「近世村落の村と組」（『駒澤大学史学論集』’四、一
九八四年）、関口博巨「近世の「村」と村運営」弓地方史研
究」一一四一号、一九九三年）、佐藤孝之「村と村ｌ村の統合
をめぐってｌ」（『日本村落史講座』第五巻政治２近世近
代
雄
山
閣
、
一
九
九
○
年
）
他
。
（６）木村礎「江戸時代の村と小名」弓村の世界ｌ視座と方
法』（木村礎著作集Ⅵ）名著出版、’九九六年）。
（７）註（２）。
村組と村請制（福電）
（８）渡辺尚志「幕末維新期における村と地域」（『史料館研
究紀要』一一四号、一九九三年）、伊藤陽啓「相給村落におけ
る『人地』結合ｌ上総国山辺郡、特に台方村・四天木村を事
例としてｌ」（千葉歴史学会編『近世房総の社会と文化』高
科書店、一九九四年）。
（９）『志村家文書』は志村家に所蔵されているが、これをマ
イクロ撮影したものが県や市の資料保存機関に保管されてい
る。筆者はこのマイクロ史料を使用した。
（皿）王禅寺村の先行研究は、長谷川伸三『近世農村構造の史
的分析１幕藩体制解体期の関東農村と在郷町」（柏書房、’
九八一年）。丼上攻「増上寺領村々の由緒と諸役免除闘争」
（『日本史研究』三一一四号、一九八九年）、同「村の中の”む
ら“」（『川崎市史』通史編二近世、第二編第一章第一節）
等がある。井上氏は『川崎市史」で取り上げた王禅寺村の正
徳期の争論について「組」の公法的性格についての争論であ
り、「組」に依拠した行政システムの矛盾が、山年貢という
村全体の利益に関する王禅寺との争いによって顕在化した
が、領主である増上寺に行政単位としての「村組」が否定さ
れたと述べられている。
（Ⅱ）宝暦一二（’七六二）年六月「王禅寺村指出シ帳」、文
化一三（一八一六）年三月「増上寺領井古料明細帳」（川崎
市市民ミュージァム編『村況史料集』下（『川崎市史料叢書』
第二巻）、’九九○年）、天保一四（一八三○）年六月「王禅
寺村明細帳」（『志村家文書』。
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（
皿
）
註
（
Ⅵ
）
、
前
掲
長
谷
川
氏
著
書
。
ま
た
、
註
（
ｕ
）
「
増
上
寺
領
井
古
料
明
細
帳
」
に
は
、
一
九
二
石
二
斗
二
合
九
勺
七
才
と
あ
る
。
（旧）「増上寺領の成立と村々」（『川崎市史』通史編二近世、
第
一
編
第
二
章
第
三
節
）
に
よ
れ
ば
、
寛
永
一
一
（
’
六
三
四
）
年
五
月
の
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
増
上
寺
へ
の
寄
進
状
（
同
資
料
編
二
近
世
、
八
六
頁
）
に
は
村
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
寛
永
一
二
（
一
六
三
五
）
年
正
月
の
前
年
分
の
王
禅
寺
村
年
貢
米
受
取
証
文
は
増
上
寺
輪
番
衆
の
発
給
と
な
っ
て
い
る
（
同
九
七
頁
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
家
光
の
寺
領
寄
進
後
、
翌
一
二
年
に
は
王
禅
寺
村
に
対
す
る
増
上
寺
の
支
配
が
成
立
し
た
と
し
て
い
る
。
（
Ｍ
）
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
九
月
に
山
年
貢
の
上
納
を
め
ぐ
り
王
禅
寺
と
村
方
と
の
間
で
争
論
が
起
こ
り
、
正
徳
二
年
二
月
の
寺
社
奉
行
裁
許
に
よ
り
、
王
禅
寺
か
ら
秣
銭
と
し
て
村
方
へ
差
し
出
す
こ
と
と
な
っ
た。
（
旧
）
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
七
月
「
王
禅
寺
村
絵
図
」
（
『
川
崎
市
史
』
通
史
編
二
近
世
）
、
「
５
０
０
０
分
の
１
川
崎
市
地
形
図
（
平
成
元年測量）」（百合ヶ丘、早野、稗原、王禅寺の各図）、『川崎
の
町
名
』
（
日
本
地
名
研
究
所
編
、
一
九
九
一
年
）
よ
り
作
成
。
（
肥
）
王
禅
寺
は
新
義
真
言
宗
の
寺
院
で
三
○
石
の
寺
領
を
持
つ
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
は
、
奈
良
時
代
の
王
禅
寺
創
建
の
寺
伝
を
紹
介
し
、
開
關
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
古
刹
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
二
月
『
北
条
氏
所
領
役
帳
』
（
『
藤
沢
市
史
料
集
（
二
○
）
』
藤
沢
市
文
書
館
、
’
九
九
六
年
）
に
麻
生
郷
之
内
と
し
て
五
○
頁
文
の
寺
領
記
載
が
あ
り
、
天
正
一
二
年
（
’
五
八
三
）
法
政
史
学
第
五
十
四
号
一月の寺領安堵状には三○貫文の寺領とある（『川崎市史』
資
料
編
一
六
一
六
頁
）
。
王
禅
寺
の
檀
家
は
、
村
内
で
は
真
福
寺
谷
が
ほ
と
ん
ど
王
禅
寺
の
檀
家
で
あ
る
の
に
対
し
、
表
郷
は
正
徳
期
の
争
論
で
離
壇
し
た
た
め
、
王
禅
寺
の
ほ
か
、
地
中
寺
院
の
檀
家
に
な
る
者
も
多
か
っ
た
。
近
隣
の
鉄
・
麻
生
・
石
川
・
稗
原
村
な
ど
に
も
檀
家
が
あ
っ
た
。
（
Ⅳ
）
檜
澤
谷
の
神
明
社
（
現
琴
平
神
社
）
は
表
郷
の
鎮
守
で
あ
る
本
村
四
社
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
（旧）文化九年（一八一二）「記録（志村家由緒書）」（『志村家
文書』）、延宝九年（’六八一）五月「王禅寺村八郎右衛門庄
屋
任
命
状
」
、
（
『
川
崎
市
史
』
資
料
編
二
近
世
、
一
九
六
頁
）
元
禄
七
年
□
六
九
四
）
九
月
「
王
禅
寺
村
弥
五
右
衛
門
王
禅
寺
村
名
主
就
任につき一札」（同二○三頁）。
（
旧
）
『
増
上
寺
史
料
集
』
第
八
巻
解
題
に
よ
れ
ば
、
増
上
寺
輪
番
所
は
輪
番
五
ヶ
院
（
増
上
寺
内
の
坊
中
三
十
ヶ
院
の
寺
僧
よ
り
選
出
）
、
輪
番
附
小
役
人
一
・
二
名
、
蔵
番
一
・
二
名
か
ら
構
成
。
職
務
内
容
は
御
霊
屋
料
の
出
納
、
御
霊
屋
領
内
村
方
の
触
達
の
配
符
、
訴
訟
・
願
書
の
取
扱
、
検
分
、
村
役
人
の
任
免
な
ど
が
あ
っ
た
。
（
別
）
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
二
月
「
王
禅
寺
村
内
人
口
村
・
真
福
寺
村名主・年寄任命につき願書」（註旧、一八○頁）。同三月に
は
増
上
寺
に
願
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
て
い
る
（
註
旧
、
六
二
頁
）
。
（
Ⅲ
）
正
徳
元
年
一
二
月
「
王
禅
寺
と
の
社
地
争
論
に
つ
き
、
村
内
真
福
寺谷惣百姓出銭迷惑につき口上書」（註旧、一八四頁）
（
皿
）
文
政
七
年
（
’
八
二
四
）
八
月
「
本
村
四
社
鎮
守
再
建
井
寄
附
品
六
八
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物年月附立白山権現宮地面之訳控帳」（『志村家文書』）。
（
羽
）
正
徳
元
年
（
一
七
二
）
九
月
「
王
禅
寺
村
社
地
出
入
に
つ
き
王
禅
寺
訴
状
」
（
註
旧
、
’
八
○
頁
）
、
正
徳
元
年
十
月
「
王
禅
寺
村
社
地
出入につき王禅寺村返答書」（同一二七頁）。
（型）正徳元年一二月一一一日「王禅寺・王禅寺村社地論一一付裁
許
絵
図
」
『
川
崎
市
史
』
通
史
編
二
近
世
、
図
版
）
。
（
妬
）
本
稿
で
後
に
掲
げ
る
表
郷
の
訴
状
の
発
給
主
体
が
「
表
郷
六
十
人
」
と
あ
り
、
表
郷
と
真
福
寺
谷
の
二
区
分
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
組
」
の
呼
称
は
単
に
村
内
が
二
区
分
に
な
っ
た
た
め
か
、
後
述
の
よ
う
に
、
元
禄
郷
帳
・
国
絵
図
調
製
の
中
で
「
村
」
の
呼
称
が
厳
密
に
な
っ
た
た
め
か
は
検
討
を
要
す
る
。
（
別
）
元
禄
七
年
（
’
六
九
四
）
’
二
月
「
浄
心
跡
目
引
継
に
つ
き
連
印
手
形
」
（
註
旧
、
一
一
○
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
王
禅
寺
村
内
の
檜
澤
谷
村
の
名
主
就
任
を
め
ぐ
る
争
論
の
解
決
に
あ
た
り
、
檜
澤
谷
村
名
主
の
就
任
を
入
口
村
・
真
福
寺
村
名
主
が
承
認
し
て
い
る
。
（
〃
）
正
徳
三
年
三
月
「
王
禅
寺
村
内
真
福
寺
谷
百
姓
我
儘
に
つ
き
表
郷
百姓訴状」（註旧、一八五頁）。
（
閉
）
大
塚
英
二
「
御
蔵
・
郷
蔵
に
見
る
近
世
社
会
の
構
造
」
（
渡
邊
尚
志
編
『
新
し
い
近
世
史
』
４
新
人
物
往
来
社
、
’
九
九
六
年
）
（
別
）
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
「
天
保
郷
帳
（
二
）
附
元
禄
郷
帳
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
武
蔵
国
郷
帳
は
元
禄
一
五
年
二
月
提
出
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
元
禄
国
絵
図
調
製
に
つ
い
て
は
、
川
村
博
忠
「
江
戸
幕
府
撰
国
絵
図
の
研
究
』
（
古
今
書
院
、
’
九
八四年）。
村
組
と
村
請
制
（
福
重
）
（
帥
）
藤
田
覚
「
国
高
と
石
高
ｌ
天
保
郷
帳
の
性
格
ｌ
」
（
『
千
葉
史
学
」
第
四
号
、
’
九
八
四
年
）
、
鈴
木
一
哉
「
元
禄
期
前
後
に
お
け
る
三
波
川
村
の
『
枝
郷
」
と
「
郡
』
ｌ
元
禄
上
野
国
絵
図
関
係
文
書
を
手
が
か
り
に
ｌ
」
Ｓ
双
文
』
一
九
九
二
年
）
他
。
枝
郷
記
載
の
採
用
規
準
を
ま
と
め
た
も
の
に
、
白
井
哲
哉
「
枝
郷
と
小
名
（
コ
ー
チ
）
を
め
ぐ
る
問
題
点
ｌ
山
中
領
上
山
郷
・
中
山
郷
の
事
例
か
ら
ｌ
」
弓
群
馬
歴
史民俗」第一三号、一九九二年）。
（
別
）
城
後
尚
年
「
元
禄
肥
後
国
絵
図
に
み
る
枝
村
・
新
村
」
（
「
く
ま
も
と』第二号、一九九一年）。
（
皿
）
干
川
明
子
「
国
絵
図
に
お
け
る
枝
郷
の
性
格
ｌ
緑
埜
郡
三
波
川
村
を事例として」（「群馬文化」二二六、一九九一年）
（
詔
）
元
禄
郷
帳
・
国
絵
図
調
製
に
お
け
る
幕
府
の
意
図
と
村
人
の
意
識
の
ズ
レ
は
註
加
鈴
木
論
文
。
元
禄
検
地
、
郷
帳
・
国
絵
図
調
製
に
よ
る
枝
郷
統
合
の
動
き
と
枝
郷
の
抵
抗
は
、
訣
別
白
井
論
文
・
註
５
佐
藤
論
文を参照。
（
弧
）
註
加
白
井
論
文
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
記
載
の
元
禄
国
絵
図
で
は
、
枝
郷
・
枝
村
は
都
筑
郡
南
東
部
に
集
中
し
、
同
郡
北
西
部
の
王
禅
寺
村
周
辺
に
は
枝
郷
の
分
布
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
「
二
又
川
村
ノ内」と註記のある膳部村を枝村とした。
（
妬
）
宝
永
五
年
（
一
七
○
八
）
四
月
「
砂
降
り
に
つ
き
御
救
金
請
取
覚」（『志村家文書』）。
（
稲
）
正
徳
三
年
二
月
「
王
禅
寺
村
内
表
郷
百
姓
鉄
砲
打
費
用
負
担
に
つ
き口上書」（『志村家文書』）。
（
〃
）
正
徳
三
年
二
月
「
王
禅
寺
村
内
真
福
寺
谷
名
主
・
年
寄
役
儀
召
上
六
九
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近世、
〈付記〉
（側）文化九年（一八一二）四月『寛永九年家鋪水帳控』（『志
村
家
文
書
』
）
。
こ
の
史
料
は
、
寛
永
検
地
の
屋
敷
帳
に
記
載
さ
れ
た
屋
敷
の
名
請
人
に
つ
い
て
、
文
化
九
年
四
月
に
村
内
で
調
査
さ
れ
た
も
の
で、寛永九年（一六一一一一一）九月、正徳五年（一七一五）三
月
、
天
明
四
年
（
’
七
八
四
）
七
月
、
文
化
九
年
四
月
の
名
請
人
が
記
嶢
検
地
に
先
立
っ
て
集
め
ら
』
が無効になったとしている。
（
胡
）
鈴
木
達
也
氏
所
蔵
文
書
。
地
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
○
年
代
につき請書」（『志村家文書』）。
（
胡
）
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
第
四
巻
（
雄
山
閣
、
一
九
九
六
年
）
に
は
、
王
禅
寺
村
の
慶
長
検
地
に
つ
い
て
「
検
地
は
慶
長
年
中
に
あ
り
し
と云伝ふるのみにて詳らかならず」とある。「川崎市史」（通
史編一一・近世、’三九・’四○頁）によれば、元禄検地に先
立
ち
、
貞
享
五
年
（
’
六
八
七
）
三
月
に
王
禅
寺
村
か
ら
検
地
役
人
へ
検地村絵図仕様の覚書が提出され、元禄元年（一六八七）’
二月付の検地役人名書上が残されたが、翌元禄二年閏正月に
は
、
検
地
に
先
立
っ
て
集
め
ら
れ
た
寛
永
検
地
帳
が
返
却
さ
れ
、
検
地
（虹）註仙・正徳四年三月「王禅寺村寛永水帳坪所持百姓子孫
弁分地百姓書上帳」（註旧、一二八頁．『川崎市史』通史編二
近世、第二編第一章に解説あり）を参照。
法
政
史
学
第
五
十
四
号
で
、
寛
永
九
年
月
、
天
明
四
年
載されている。
る。本
稿
作
成
に
当
た
り
、
本
学
文
学
部
助
教
授
澤
登
寛
聡
先
生
に
ご
教
鈴
木
達
也
氏
所
蔵
文
書
。
当
史
料
は
市
の
資
料
所
蔵
機
関
に
保
管
て
お
り
、
昭
和
四
○
年
代
に
撮
影
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
史
料
で
あ
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
す
。
七
○
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